
 

 

 

 

 

  

 ｄｅｆｃｏｕｓデータなしのｒａｓデータを 

  ＭＴＥＸによるｒａｓデータの解析 
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１．概要 

 ＸＲＤでは、バックグランドとｄｅｆｏｃｕｓも問題があります。 

   ｒａｓファイルでは、極点測定時、バックグランドも同時に測定されます。 

   ＭＴＥＸにｒａｓファイルを読み込んだ後、バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ処理をどのように 

   行うか不明のため、ＭＴＥＸに読み込む前に、処理を行います。(correct()用データが必要) 

   しかし、ＭＴＥＸ付属の に対応するｄｅｆｏｃｕｓファイルはありません。 

   前回と同様にＭＴＥＸで解析後、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う方法を考えなければなりません。 

   ｒａｓファイルをＭＴＥＸで読み込んだ極点図は以下 

   

 ｒａｓファイルには、測定２θ角度は登録されているが、材料と指数の登録はありません。 

  

 新しｒａｓフォーマットでは 

  

 指数登録がありますが、このｒａｓファイルにはありません。 

 本ｒａｓファイルではＡＳＣ変換とバックグランド除去を説明します。 
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２． ｒａｓをＡＳＣに変換 

２．１ ＩＮＤＥＸが登録されているｒａｓファイルの場合 

  

 ｒａｓファイル選択と同時に指数が表示されます。 

２．２ ＩＮＤＥＸが登録されていないｒａｓファイルの場合 

  

 ファイル名の＿１０－１０からＨｅｘａｇｏｎａｌの｛１００｝とする。 

  

 ファイルに変換しました。 



３． バックグランド除去 

 

 

 

 

 バックグランドも大きく、更にｄｅｆｏｃｕｓの影響も受けています。 

 

 



３．１ バックグランド除去、RD＋９０，企画化を行う。 

  

 

  

  

以降、Ｍａｇｎｅｓｉｕｍとして扱う 

  

 

 

 

 



４．ＭＴＥＸ入力データ作成 

 

反射法で、極点図の外周は測定出来ないので、変更を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． ＭＴＥＸに読み込む 

  

  

 

 

 



 plot(pf,'contour','projection','stereo') 

 

 入力極点図     再計算極点図 

   

 

 

 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

 

 

 



６．ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

   Defocus補正後の極点図 

 



７． ＭＴＥＸ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＭＴＥＸによる再解析 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



９． データ比較 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 

  

      外周部分が強調されている。 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 

 



１０．Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ比較 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 

 



１１． ＥＲｒｏｒ評価（Ｒｐ％） 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓあり 

  

 Rp％は改善されるが、大きな値である。実際のｒａｎｄｏｍデータによる補正も必要と思われる。 


